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都営地下鉄大江戸線の早期延伸に関する要望書 
 
時下、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
都営地下鉄大江戸線は、練馬区民にとって欠かすことのできない便利な交通機関

として多くの方に利用されているばかりでなく、沿線地域のまちづくりに多大に寄

与しております。また、東京都区部においても残り少ない鉄道交通不便地域の一つ

である練馬区北西部地域の住民にとって、都営地下鉄大江戸線延伸は長年の悲願で

あります。同時に練馬区にとっても今後の発展の鍵となる重要な事業であります。 

大江戸線延伸促進期成同盟では、幾度となく貴職や国に対して地下鉄の延伸をお

願いしてまいりました。その結果、平成１２年（２０００年）の運輸政策審議会答

申第１８号では、「少なくとも目標年次(２０１５年)までに整備着手することが適

当である路線」として具体的に位置付けられました。 

この答申を受けて、練馬区では、大江戸線の延伸地域で、土支田地区の土地区画

整理事業を着実に進めるとともに、導入空間である道路の整備と一体となった沿道

まちづくりに精力的に取り組み、本年５月には都市計画道路補助第２３０号線の一

部を交通開放したところであります。 

また事業採算性をはじめとする諸課題の解決に向け、区の姿勢を示し、早期延伸

に資するため、本年４月に「大江戸線延伸推進基金」を設置いたしました。 

昨年８月、貴職におかれましては、補助第２３０号線の大泉学園通りから外環道

までの区間の事業認可を取得され、開通に向けて積極的に取り組んで頂いておりま

す。

本期成同盟では、大江戸線延伸に向けて大きく前進したものと受け止めており、

これまでのご努力に深く感謝と敬意を表する次第であります。引き続き、一層の整

備促進にご尽力を賜りますようお願い申し上げます。 

このような状況から、延伸地域のまちの変化を目の当たりにして、大江戸線延伸

の早期実現に対する住民の期待は大変高まっておりますので、第１８号答申の位置

付けを踏まえ早急に事業着手が図られるよう、鉄道事業の許可の取得等に向けた手

続きを進めていただきたく、ここに要望いたします。 
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